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査
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良
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丁
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間
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一
層
の
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積
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に
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屑
が
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点
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か
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し
た
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上
層
か
ら
は
宝
亀
年
間
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0
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八
一
）
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下
層

か
ら
は
里
制
及
び
郷
里
制
下
の
木
簡
が
出
土
し
た
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こ
の
溝
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
宿
直
と
記
し
た
木
簡
や
荷
札
木
簡
が
出
土
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し
て
い
る

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一〓
う
。
①
郷
里
紺
下
の
安
房
国

か
ら
の
荷
札
木
筒
は
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
南
で
近
年
大
量
に
出
上
し
た
二

条
大
路
木
簡
中
に
も
多
く
合
ま
れ
、　
い
ず
れ
も
調
綾
の
も
の
で
あ
る
３
同
』

一ど
下

二
四
）。
そ
の
中
に
は
安
房
郡
廣
瑞
郷
沙
田
里
か
ら
の
荷
札
も
存
す
る

（『薗呻』
　
一一一一）。

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
一
九
九
一
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
謝

査
概
報
』
全
九
九
二
年
）

同
為
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
六

（
一
九
九
二
年
）（館
野
和
己
）




